
■日帰り装備　　　　　　　　　　　　　　　　下記はお客様にご携行いただく装備のチェックリストです。○：必要、△：お好み

登山靴 履き慣れて足に馴染んだものを。長期間使用せず保管していたものや、五年以上使用した古い
物はゴム底が劣化して剥がれることがあるのでご注意を！ ○

ザック 背面長のサイズが合って体に馴染む背負いやすいものを。色々と余計な装備を持ちすぎないよ
うに気をつけましょう。ザックの外側にいろんな物をぶら下げるのは避けましょう。 ○

レインウェア 防水透湿性のあるセパレートタイプをご用意下さい。雨具としてはもちろん、防風、防寒着と
しても頻繁に利用します。コンビニのビニールカッパは不可です。 ○

ヘッドランプ 山の日暮れは思いの外早いものです。また思わぬアクシデントもつきものです。泊まり山行で
はもちろん日帰り山行でも個人用緊急装備としてかならず携行して下さい。 ○

健康保険証 登山中に怪我などをした場合に病院で診察を受ける際に必要です。コピーで十分なので、必ず
携行して下さい。 ○

地図
コンパス

地図が読めれば山行きの楽しさや醍醐味も倍増します。また、GPSの発達した現代においても
コンパスは山行の要です。地図とコンパスはセットで取り出しやすい場所に携帯しましょう。 ○

衣類 登山は重ね着が基本です。下着、中間着など、速乾性化学繊維の物を着用し、発汗や体温に合
わせ、こまめに脱ぎ着しましょう。寒い季節は薄手のアンダーウェア上下を追加しましょう。 ○

防寒着 北海道の山は夏でも疲労凍死による事故が起こるほど寒冷になります。セーターや薄手のダウ
ンなど一枚羽織れるものを必ずご用意下さい。 ○

水（水筒） 目安は１～１.５リットル、夏は2リットルくらい。行程の長さや時期によって量を調整しま
しょう。ペットボトルでも十分です。 ○

ファースト
エイドキット

絆創膏、ガーゼ、三角巾、ポイズンリムーバ、芍薬甘草湯、痛み止め、胃腸薬、等。持病をお
持ちの方は、別途病院処方薬をお持ち下さい。 ○

レスキュー
シート

風よけにしたり、寒い時はかぶって休憩したり。ガイド携行品ですが、個人装備としての携行
をおすすめします。ツエルトだと尚応用性が広いです。

△

ストック ストックがあると膝や腰の負担が軽減されます。特にザックが重い時や、下山が楽になりま
す。夏季は植生保護のためゴムキャップをつけて下さい。 △

スパッツ 雨天時の泥除け、朝露による濡れ防止にあると快適です。渡渉箇所では靴濡れ軽減にも効果が
あります。北海道は登山道に藪がかぶっている場所が多いのであった方がいいです。 ○

ザックカバー ザック防水に。大きめのつけもの袋で内側から防水するのも手軽でおすすめです。汚れたザッ
クを車に載せる際に被せてしまう、という使い方も。 △

日焼け防止 日焼けは本人の認識以上に体力を消耗します。ひどい場合は発熱することも。帽子、サングラ
ス、日焼け止めなどは積極的に利用して下さい。特に雪渓箇所ではサングラス必携です。 △

タオル 頭に巻いてビッグダディ風のバンダナや、下山後の温泉はもとより、怪我をした時には包帯に
もなるやっぱり便利なタオルです。火山ガスの多い山ではマスクにすることも。

△

手袋 北海道は登山道に藪がかぶっている場所が多く、手を傷めないためにも軍手で十分ですので手
袋をご用意下さい。ウルシにかぶれやすい人は必携 ○

トイレグッズ トイレットペーパー、携帯トイレ等。山中では自然へのインパクト配慮から、携帯トイレの利
用をおすすめしています ○

■テント泊装備　

寝袋 暖かい寝袋を用意して、快適なテント生活を過ごしましょう。寝袋は夏ならモンベルの#3程
度、冬なら#1が一つの目安です。首元や足先をしっかり覆い、湯たんぽ等を使うと快適に。 ○

テルモス 北海道の山は寒冷なので、暖かい飲み物を持っていると心強いです。特に山行中の食事はフ
リーズドライや α米が多いので、沸かしたお湯をキープしておくテルモスが必要になります。 ○

食器類 簡単な食器やマグカップがあると食事が快適に。お箸やフォークなども忘れずに。 ○
マット 空気を入れるインフレータブル式や、クローズドセル式がありますがお好みの方で。 ○

■沢装備

沢靴 主に幌尻岳額平川ルート、カムエク 8の沢ルートなど渡渉絡みのルートで使用します。モンベ
ル・沢シューズ、ワークマン・フィールドブーツアクティブなどが現時点ではおすすめです。 ○

ヘルメット 沢歩きで転倒時の頭部損傷を防ぐために使用します。幌尻岳、斜里岳、カムエクなどで使用 ○
■雪山装備
スノーシュー
・スキー

雪山でラッセルが必要なときに使用します。滑りにくく着脱し易いものがおすすめ。北海道で
は林道のアプローチが長いので山スキーを使用することも多いです。 ○

雪崩ギア ビーコン、ショベル、ゾンデ棒の三種の神器。雪山では必ず携行してください。ビーコンはマ
ムートバリボックスがおすすめ。ゾンデは250cm以上の長さが必要です。 ○

アイゼン
・ピッケル

アイゼンは登山靴にフィットしたものを。必ず入山前に靴とのフィッティング調整をしておい
てください。急峻な雪渓で使うことも。ピッケルは軽くて短めの物が使いやすいです。 ○

ガイド装備 熊スプレー、補助ロープ、ファーストエイドキット、カラビナ、スリング、テント（泊付き縦走用）、クッ
カー、ビバーク用装備（ツェルト、小クッカー、非常食など）、ラジオ、浄水器、衛星携帯など


